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明
治
期
往
来
物
の
依
頼
表
現

べ
く
候
」
の
衰
退
を
め
ぐ

っ
て
―
―

は
じ
め
に

本
稿
は
、
小
椋

（
一
九
九
八
）
に
続
き
、
明
治
期
往
来
物
の
書
簡
文
研
究
資

料
と
し
て
の
性
格
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

明
治
期
の
候
文
体
書
簡
文
を
研
究
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
明
治
期
往
来
物

は
、
ひ
じ
ょ
う
に
有
用
な
資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
資
料
的
な
性
格
は
じ
ゅ
う
ぶ

ん
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
ぃ
も
し
た
が
つ
て
ヽ
明
治
期
往
来
物

の
語
い
、
文
字
表
記
な
ど
を
調
べ
、
言
語
の
面
か
ら
資
料
的
な
性
格
に
つ
い
て

見
通
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
候
文
体
書
簡
文
の
定
型
表
現
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「～
ベ

く
候
」
の
う
ち
、
相
手
へ
の
依
頼
を
あ
ら
わ
す

「～
べ
く
候
」
を
と
り
あ
げ
、

明
治
期
往
来
物
に
お
け
る
使
用
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果

か
ら
各
往
来
物
の
資
料
的
な
性
格
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

一　
目
的

・
資
料

・
方
法

一
・
一　
目
的

候
文
体
書
簡
文
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
表
現
が
固
定
化
し
、
ヨ

筆
啓

上
仕
候
」
「恐
慢
謹
言
」
な
ど
の
頭
語
。結
語
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
定
型
表

椋
　
秀
　
樹

現
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
回
、
と
り
あ
げ
る

「～
べ
く
候
」
も
そ
の

定
型
表
現
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
「～
べ
く
候
」
に
つ
い
て
、
『日
本
国
語
大
辞
典
』

に
は
、べ

く
そ
う
ろ
う
　

「
べ
し
」
の
意
を
丁
寧
に
表
わ
す
。
自
分
自
身
の
意
志
、

ま
た
は
相
手
へ
の
依
頼
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
多
い
。
中
世
以
降
、
書
簡

体
に
多
く
用
い
ら
れ
た
。

と
あ
る
。
「～
べ
く
候
」
は
、
中
世
以
降
、
書
簡
文
に
多
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
近
世
期
に
は
候
文
体
書
簡
文
の
定
型
表
現
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
近
世
期
の
候
文
体
書
簡
文
に
多
く
用
い
ら
れ
た
定
型
表
現
も
、

明
治
期
に
な
る
と
、
し
だ
い
に
用
い
ら
れ
な
く
な
る
。
頭
語

。
結
語
に
つ
い
て

言業
に
鞣
藤
鳩
確鞣
い
顆
酵
』が

な
る
新
し
い
候
文
体
書
簡
文
が
形
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
定
型
表
現
を
候
文
体
書
簡
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

と
り
あ
げ
、
明
治
期
往
来
物
に
お
け
る
使
用
実
態
を
調
査
し
て
い
く
こ
と
で
、

明
治
期
に
お
け
る
候
文
体
書
簡
文
の
あ
り
よ
う
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
結
果
か
ら
、
各
往
来
物
の
資
料
的
な
性
格
に
つ
い
て
見
通

し
を
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
近
世
期
往
来
物
に
見
ら
れ
る
よ

/Jヽ



う
な
定
型
表
現
を
多
用
す
る
明
治
期
往
来
物
は
、
近
世
以
来
の
規
範
を
忠
実
に

受
け
つ
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、
反
対
に
、
そ
の
よ
う
な
定
型
表
現
を
用

い
な
い
も
の
は
、
近
世
期
と
は
異
な
る
新
し
い
候
文
体
書
簡
文
を
収
め
た
も
の

で
、
明
治
期
な
り
の
新
し
い
意
識
の
も
と
に
編
さ
ん
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

明
治
期
に
お
い
て
も
、
往
来
物
は
、
近
世
期
と
同
様
に
数
多
く
刊
行
さ
れ
て

お
り
、
す
べ
て
の
往
来
物
を
調
査
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
各
往

来
物
の
資
料
的
な
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
必
要
な
も
の
を
適
切
に
と

り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
。
明
治
期
の
候
文
体
書
簡
文
の
特
色
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
よ
り
新
し
い
形
の
候
文
体
書
簡
文
を

収
め
て
い
る
往
来
物
の
目
安
を
付
け
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
た
ち
ば
か
ら
、
本
稿
で
は
、
候
文
体
書
簡
文
の
定
型
表
現
の
う

ち
依
頼
を
あ
ら
わ
す

「～
べ
く
候
」
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
使
用
実
態
を
調
査
し

て
、
明
治
期
に
お
け
る
候
文
体
書
簡
文
の
あ
り
よ
う
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
明
治
期
の
候
文
体
書
簡
文
を
研
究
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
往
来

物
を
調
査
す
れ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
見
通
し
を
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
・
二
　
資
料

今
回
調
査
し
た
資
料
は
、
表
１
１
１
か
ら
表
１
１
３
に
あ
げ
た
二
四
点
で
あ

（３
）

２
つ

。

表
１
１
１
に
あ
げ
た
近
世
期
の
往
来
物
、
表
１
１
３
に
あ
げ
た
大
正
期
の
往

来
物
は
、
明
治
期
の
前
後
の
時
代
に
お
い
て
、
「～
べ
く
候
」
が
ど
の
よ
う
に
用

い
ら
れ
て
い
た
の
か
を
見
る
た
め
に
と
り
あ
げ
た
。
近
世
期
、
大
正
期
の
往
来

物
に
お
け
る

「～
べ
く
候
」
の
使
用
実
態
を
あ
る
程
度
見
通
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
明
治
期
往
来
物
に
お
け
る

「～
べ
く
候
」
の
使
用
の
特
色
を
考
え
る
際
の

表
１
１
１

文
林
節
用
筆
海
往
来

安
永
用
文
章

筆
林
用
文
章
指
南
車

注
釈
用
文
章

書

名

（内

題
）

山
本
序
周
撰

不

　

　

明

重
田

一
九
撰

藤
村
秀
賀
注

編

著

者

享
保
６

（

安
永
４

（

文
政
元

（

慶
応
元

（
刊

　

年
七
二

こ

七
七
五
）

八

一
八
）

八
六
五
）

参
考
に
な
る
。

表
１
１
２
に
あ
げ
た
明
治
期
往
来
物
は
、
小
椋

（
一
九
九
八
）
に
お
い
て
、

重
点
的
に
調
査
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
し
た
資
料
で
あ
る
。
ン」
れ
ら
は
、
「拝
啓
」

「謹
啓
」
「敬
具
」
な
ど
の
現
代

一
般
的
な
頭
語
。結
語
を
多
く
用
い
て
お
り
、

近
世
期
の
も
の
と
は
異
な
る
新
し
い
形
式
の
候
文
体
書
簡
文
を
収
録
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

表
１
１
２
、
１
１
３
の
一
段
目
に
は
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
三
種
の
記
号
を
付
し

た
。
こ
れ
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
往
来
物
の
装
丁
と
書
体
と
を
基
準
に
し
て
分

（４
）

類
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ａ
類
　
和
装
本
　
草
書
体

Ｂ
類
　
洋
装
本
　
楷
書
体
、
行
書
体

（活
字
で
連
綿
体
で
は
な
い
）

Ｃ
類
　
洋
装
本
　
楷
書
体

（活
字
）

本
稿
は
、
定
型
表
現

「～
べ
く
候
」
の
使
用
実
態
か
ら
往
来
物
の
性
格
を
考

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
往
来
物
の
性
格
を
考
え
る
に
は
、
書

誌
的
な
事
項
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
、
往
来
物
ρ
接

丁
や
書
体
な
ど
は
、
そ
の
往
来
物
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
ば
と
無
縁
で
は
な
い
。

以
下
、
往
来
物
の
性
格
を
考
え
る
際
に
は
、
右
の
分
類
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
考

察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。



CCCCBBBBBBBBBAAAAA 分
類

漢
語
文
章
大
全

類
普
通
作
文
必
携

開
化
普
通
用
文
章

腕
帝
国
新
用
文
大
成

明
治
作
文
三
千
題

（下
巻
〉

勃
作
文
独
稽
古

新
撰
注
解
用
文

蝶
帝
国
新
体
作
文

盟
実
益
新
用
文

蝕
郵
信
用
文

高
等
作
文
独
習

有
益
新
用
文

日
本
用
文
章

尋
常
卒
業
後
実
用
作
文

師書
翰
文
作
法

師書
輸
大
成

撃

紙
講
習
録

書
翰
文
大
全

書

名

（内

題
）

大
月
時
四
郎

楢
崎
隆
存

岡
本
権
丞

福
井

淳

伊
良
子
晴
州

篠
田
秋
野

佐
藤
　
勉

清
水
善
博

沢
田
寛
勉

伊
沢
孝
夫

野
村
銀
次
郎

鈴
木
与
八

藤
原
桜
嘔

大
畑
　
裕

泉
豊
春
ほ
か

内
海
弘
蔵

斯
華
会
出
版
部

野
田
千
太
郎

編

著

者

明
５
明
Ｈ
明
１４
明
２３
明
２４
明
２８
明
２９
明
３０
明
３２
明
３２
明
３６
明
３９
明
４‐
明
４２
明
４４
明
４４
明
４５
明
４５

刊
年

和
装
和
装
和
装
和
装
和
装
和
装
洋
装
洋
装
和
装
和
装
和
装
洋
装
洋
装
洋
装
洋
装
洋
装
洋
装
洋
装

装
丁

草
書
草
書
草
書
草
書
草
書
楷
書
行
書
楷
書
行
書
行
書
行
書
行
書
楷
書
楷
書
楷
書
楷
書
楷
書
楷
書

書
体

大 大 大 大 大 小 小 前 小 小 小 前 前 小 前 小 小 小
所
蔵

表
１
１
２

表
１
１
３

※
　
一印
‥
前
田
富
棋
蔵
　
　
小
…
小
椋
秀
樹
蔵

大
…
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
蔵

一
・
〓
一　
方
法

今
回
の
調
査
の
目
的
は
、　
一
。
一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
次
の
ふ
た
つ
で
あ
る
。

①
・　
相
手
へ
の
依
頼
を
表
す

「～
べ
く
候
」
の
明
治
期
往
来
物
に
お
け
る

使
用
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

②
　
①
の
結
果
を
も
と
に
各
往
来
物
の
性
格
を
検
討
し
、
明
治
期
の
候
文

体
書
簡
文
を
研
究
す
る
際
に
調
査
す
べ
き
資
料
の
見
通
し
を
つ
け
る
。

こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
考
察
を
行
う
。

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
は
、
用
例
数
お
よ
び
ど
の
よ
う
な
語
が

「～
べ
く
候
」

に
上
接
す
る
の
か
と
い
う
点
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
②
に
つ
い
て
は
、
①

の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
今
回
調
査
し
た
各
往
来
物
の
資
料
的
な
性
格
に
つ
い

て
見
通
し
を
立
て
、
小
椋

（
一
九
九
八
）
で
述
べ
た
こ
と
を
検
証
す
る
。

二
　
近
世
期
往
来
物
の

「～
べ
く
候
」

近
世
期
往
来
物
に
お
け
る

「～
べ
く
候
」
の
使
用
状
況
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

近
世
期
往
来
物
に
お
け
る

「～
べ
く
候
」
の
用
例
数
を
表
２
に
示
し
た
。

表
２
を
見
る
と
、
す
べ
て
の
資
料
で

「～
べ
く
候
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は

「中
世
以
降
、
書
簡
体
に
多
く
用
い
ら
れ
た
」
と

あ
っ
た
が
、
そ
の
記
述
を
往
来
物
の
調
査
で
確
認
し
た
こ
と
に
な
る
。
用
例
を

見
る
と
、

折
節
隙
に
居
申
候
。
乍
二
御
慰
一此
方
御
出
可
レ
被
レ
遊
候

翁
文
林
節
用
筆
海
往
来
』
郷
ぺ
）

乍
二
御
六
借
一御
請
取
置
可
レ被
レ
下
候

（『文
林
節
用
筆
海
往
来
』
困
ぺ
）

来
陽
目
出
度
可
レ
得
二
御
意
一候
。
折
角
御
仕
舞
可
レ
被
レ
成
候

翁
筆
林
用
文
章
指
南
車
』
１３
ウ
）

な
ど
が
あ
る
。
右
の
例
を
見
る
と
、
「～
べ
く
候
」
の
上
接
語
に
は
、
「あ
そ
ば

B C
分
類

書
翰
文
講
話
及
文
範

積
大
正
書
翰
文

書

名

（内

題
）

芳
賀
矢

一
ほ
か

翠
園
生

編

著

者

大
２
大
４
刊
年

洋 洋
装 装
装
丁

楷 楷
書 書
書
体

前 小
所
蔵



～
べ
く
候

文林節用筆海往来 (享保 6)
安永用文章 (安 t4) 6

筆林用文章指南] ζttlEl千 )

注釈用文章 (慶応元) 8

表 2す
」
「く
だ
さ
る
」
な
ど
、
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
表
２
に
示
し

た

「～
べ
く
候
」
の
用
例
数
を

「あ
そ
ば
す
」
な
ど
の
上
接
語
ご
と
に
ま
と
め
、

表
３
と
し
て
示
し
た
。
表
３
を
見
る
と
、
上
接
語
に
は

「あ
そ
ば
す
」
「く
だ
さ

る
」
「た
ま
ふ
」
「な
さ
る
」
「る
（ら
る
と

の
五
つ
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
な
か
で

も

「く
だ
さ
る
」
の
用
例
数
が
も
っ
と
も
多
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
し
た

が
っ
て
、
近
世
期
往
来
物
で
は
、
た
ん
に

「～
べ
く
候
」
と
い
う
形
で
定
型
表

現
と
な
っ
て
い
た
と
す
る
よ
り
も
、
「～
く
だ
さ
る
べ
く
候
」
と
い
う
形
で
定
型

表
現
と
な
っ
て
い
た
と
す
る
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
一　
明
治
期
往
来
物
の

「～
べ
く
候
」

本
節
で
は
、
明
治
期
往
来
物
に
お
け
る

「～
べ
く
候
」
の
使
用
状
況
を
見
て

い
く
。

今
回
調
査
し
た
明
治
期
往
来
物
に
お
け
る

「～
べ
く
候
」
の
使
用
数
を
表
４

に
一
覧
し
た
。
な
お
、
明
治
期
往
来
物
に
は
、

御
来
人
之
品
二
候
ハ
ゝ
宜
し
く
御
断
計
′
機
〓
，
、
則
ち
為
レ
持
差
上
候

翁
普
通
作
文
必
携
』
下

・
５７
オ
）

の
よ
う
に

「候
」
を
と
も
な
わ
な
い
例

（挙
例
傍
線
部

。
以
下

「～
べ
く
」
と

呼
ぶ
）
が
見
ら
れ
る
。
表
４
で
は
、
そ
の
用
例
数
を

「～
べ
く
候
」
の
用
例
数

と
は
別
に
あ
げ
た
。
ま
た
、
今
回
と
り
あ
げ
た
大
正
期
の
往
来
物
に
つ
い
て
も

「～
べ
く
候
」
「～
べ
く
」
の
用
例
数
を
調
べ
、
表
４
に
示
し
た
。

表
５
に
は
、
前
節
と
同
様
に

「～
べ
く
候
」
の
上
接
語
と
そ
の
用
例
数
を
示

し
た
。
か
っ
こ
内
の
数
字
は

「～
べ
く
」
の
上
接
語
の
用
例
数
で
あ
る
。
な
お
、

表
４
と
同
様
に
大
正
期
の
往
来
物
に
つ
い
て
も
用
例
数
を
示
し
た
。

以
下
、
明
治
期
往
来
物
に
お
け
る

「～
べ
く
候
」
の
使
用
実
態
を
見
て
い
く

が
、
そ
の
際
、
『漢
語
文
章
大
全
』
か
ら

『開
化
普
通
用
文
章
』
ま
で
を
明
治
前

期
資
料
、
『帝
国
新
用
文
大
成
』
か
ら

『帝
国
新
体
作
文
』
ま
で
を
明
治
中
期
資

料
、
『実
益
新
用
文
』
以
降
を
明
治
後
期
資
料
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

一三
・
一　
明
治
前
期

。
中
期
資
料
の

「～
べ
く
候
」

表
４
を
見
る
と
、
い
ず
れ
の
資
料
で
も

「～
べ
く
候
」
が
多
く
用
い
ら
れ
て

表 3

あ

そ
ば

さ

る

く
だ
さ
る

た
ま
ふ

な
さ

る

る

（ら
る
）

支林飾用筆海往来 (享保 6) 1 5

安永用文章 (安永 4) 4 1 1

筆林用文章指南車 (文政元) 1

注釈用文章 (慶応元) 1



表 4

～
べ
く
候

～
べ
く

A 漢語文章大全 (5)

A 普通作文必携 (H) 3

A 開化普通用文章 (14) 8

A 帝国新用文大成 (23)

A 明治作文三千題 (24)

B

B 帝国着

B 実益新 用文 (32)
B 6 1

B l

B

B 日本 用文章 (41

B 尋常卒業後実用作文 (42) 9

C 書翰文作法 (44) 1 l

C 書輸大成 (44) 2

C 手紙講習録 (45) l

C 薔輸文大全 (45) 2 1

C 書翰 文講話及文範 (大元 )

B 大正書輸文 (大 4) l

い
る
。
用
例
数
か
ら
見
た
ば
あ
い
、
こ
の
時
期
の
往
来
物
は
、
近
世
の
規
範
を

か
な
り
忠
実
に
受
け
つ
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
表
５
を
見
る
と
、

「～
べ
く
候
」
の
上
接
語
に
は

「あ
そ
ば
さ
る
」
「く
だ
さ
る
」
Ｆ
」
れ
あ
る
」

「な
さ
る
」
「る
（ら
る
と

の
五
つ
が
あ
り
、
と
く
に

「く
だ
さ
る
こ
の
用
例
数

が
ど
の
資
料
で
も
も
っ
と
も
多
い
。
「～
く
だ
さ
る
べ
く
候
」
は
、

乍
二
御
煩
労
一御
教
示
可
レ
被
レ
下
候

（『漢
語
文
章
大
全
』
上

。
６
ウ
）

松
魚
二
連
拝
賀
之
印
ま
で
二
呈
上
仕
候
幾
久
敷
御
受
納
可
レ
被
レ
下
候

翁
帝
国
新
用
文
大
成
』
７
オ
）

矮
居
無
レ
障
消
光
致
居
候
間
御
休
神
可
レ
被
レ
下
候翁
作
文
独
稽
古
』
３
ぺ
）

な
ど
が
あ
る
。
「～
く
だ
さ
る
べ
く
候
」
は
、
近
世
期
往
来
物
に
お
い
て
、
も
っ

と
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
依
頼
表
現
で
あ
る
。
さ
き
に
、
用
例
数
か
ら
、
明

治
前
期

。
中
期
の
往
来
物
は
、
近
世
期
の
規
範
を
か
な
り
忠
実
に
受
け
つ
い
だ

も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
た
が
、
上
接
語
に
目
を
む
け
た
ば
あ
い
も
、
同
様

の
傾
向
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
資
料
に
は
、

御
双
身
共
時
候
御
厭
可
レ
被
レ
成
、
先
ハ
御
寧
否
相
伺
申
上
度
、
如
レ
斯
二
御

座
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『開
化
普
通
用
文
章
』
８７
ウ
）

表 5

あ
そ
ば
さ
る

く
だ

さ

る

こ
れ
あ

る

な

さ

る

る

（
ら

る
）

A 漢語文章大全 (5)

A 普通作文必携 (H) 5 1

A 開化普通用文章 (14) 13(5)

A 帝国新用文大成 (23) 25(5)

A 明治作文三千題 (24) 24(2) 4

B 作文独稽古 (28)
B マ (2` 1

=文 l

B 実益新用文 (32) 3

郵 信用文 (32) 4

高等作文独習 (36) l

B

日 145(1) 4 4

B 8(16) l

C 書輸文作法 (44)
C 書輸大成 (44) 2

C
C 書輸文大全 (45)

)

B 大正書輸 文 (大 4)



野
生
無
レ
恙
帰
国
仕
候
間
乍
レ
憚
御
安
神
可
レ
被
レ
下
、
不
在
中

ハ
何
角
と

御
世
話
相
成
奉
二
千
謝
一候
　
　
　
　
　
（『帝
国
新
用
文
大
成
』
１８
オ
）

の
よ
う
に
、
文
末
辞

「候
」
を
と
も
な
わ
な
い
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

「～
べ
く
」
と
い
う
例
が
見
ら
れ
る
点
は
、
今
回
調
査
し
た
近
世
期
往
来
物
と

（６
）

の
違
い
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

〓
Ｔ

二
　
明
治
後
期
資
料
の

「～
べ
く
候
」

『日
本
用
文
章
』
で
は
、
明
治
前
期

。
中
期
資
料
と
同
様
に

「～
べ
く
候
」

が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
行
が
、
そ
の
ほ
か
の
資
料
で
は

「～
べ
く
候
」
の
用
例

数
は
、
総
じ
て
少
な
い
。
ま
た
、
大
正
期
の
往
来
物
に
お
い
て
も

「～
べ
く
候
」

の
用
例
数
は
少
な
い
。
こ
の
時
期
の
資
料
か
ら

「～
べ
く
候
」
は
衰
退
に
転
じ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「～
べ
く
候
」
は
、
そ
の
衰
退
の
過
程
に
お
い
て
、
用
い
ら
れ
か

た
に
あ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
ひ
と
つ
め
の
傾
向
と
し
て

「ご
安
心
く
だ
さ
い
」
と
い
う
意
の
表
現

で
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「～
べ
く

候
」
が
二
五
例
用
い
ら
れ
て
い
る

『尋
常
卒
業
後
実
用
作
文
』
で
は
、

小
生
方

一
同
無
事
罷
在
候
間
乍
レ
憚
御
安
意
可
レ
被
レ
下

（２５
ぺ
）

な
ど
、
コ
」安
心
く
だ
さ
い
」
と
い
う
意
の
表
現
で
の
例
が
一
四
例
見
ら
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
『郵
信
用
文
』
で
は
七
例
中
三
例
、
『有
益
新
用
文
」
で
は
一
二
例

中
三
例
、
『書
翰
文
大
全
』
で
は
三
例
中
二
例
、
『高
等
作
文
独
習
』
で
は
一
例

中

一
例
が

「ご
安
心
く
だ
さ
い
」
と
い
う
意
の
表
現
で
の
使
用
で
あ
る
。

ふ
た
つ
め
の
傾
向
と
し
て

「年
始
状
」
「暑
中
見
舞
い
状
」
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

あ
い
さ
つ
状
で
の
使
用
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
用
例
を
次
に
あ

げ
る
。

猶
折
角
御
年
仕
舞
可
レ
被
レ
成
候

（『郵
信
用
文
』
「歳
暮
の
文
」
４２
ぺ
）

ビ
ー
ル
一
打
御
礼
の
印
ま
で
御
叱
留
下
さ
る
べ
く
候

翁
書
翰
文
作
法
』
「暑
中
見
舞
の
文
」
郷
ぺ
）

各
資
料
ご
と
に
あ
い
さ
つ
状
で
の

「～
べ
く
候
」
の
用
例
数
を
見
る
と
、
『郵

信
用
文
』
で
は
七
例
中
四
例
、
『有
益
新
用
文
』
で
は
一
二
例
中
五
例
、
『尋
常

卒
業
後
実
用
作
文
』
で
は
二
五
例
中
五
例
、
『書
翰
文
作
法
』
で
は
二
例
中

一
例
、

『高
等
作
文
独
習
』
『手
紙
講
習
録
』
で
は
一
例
中

一
例
が
い
わ
ゆ
る
あ
い
さ
つ

状
で
の
使
用
で
あ
る
。

こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
傾
向
は
、
す
べ
て
の
明
治
後
期
資
料
に
見
ら
れ
る
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「～
べ
く
候
」
が
衰
退
し
て
い
く
な
か
で
の
特
徴
と

し
て
注
意
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四
　
「～
べ
く
候
」
に
代
わ
る
定
型
表
現

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
相
手
へ
の
依
頼
を
表
す
定
型
表
現

「～
べ
く
候
」

は
、
明
治
後
期
資
料
で
は
、
衰
退
に
転
じ
る
。
そ
れ
で
は
、
「～
べ
く
候
」
に
代

わ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
表
現
形
式
が
相
手
へ
の
依
頼
を
あ
ら
わ
す
定
型
表
現
と

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

ま
ず
、
お
お
よ
そ
の
見
通
し
を
え
る
た
め
に
、
「～
べ
く
候
」
を
多
用
す
る
往

来
物
か
ら

翌
日
通
作
文
必
携
』
（明
１１
）、
「～
べ
く
候
」
を
ほ
と
ん
ど
用
い
な
い

往
来
物
か
ら

『書
翰
文
作
法
』
（明
４４
）
を
と
り
あ
げ
、
年
始
状
の
例
文
に
見
ら

れ
る
依
頼
表
現
を
比
較
す
る
。
そ
の
例
文
を
次
に
あ
げ
る
。

「普
通
作
文
必
携
』

新
春
之
御
慶
万
福
申
納
候
。
先
以
貴
下
御
安
泰

一
層
賀
正
仕
候
。
次
二
拙

宅
無
異
乍
レ
憚
御
体
童
可
塩
ア
下
候

（上

。
１
オ
）

「書
翰
文
作
法
』



表 6

～
べ
く
候

（含

「
べ
く
し

～
た
く
候

（含

「
た
く
し

A 漢語文章大全 (5)
A 普通作文必携 (H)
A 開化普通用文章 (14) 8

A 帝 国新 用 文 大 成 (23)

A 明治 作 又 三 十 題 (24)

B 作文独稽古 (28)

B 新撰注解用文 (29)

文 (30)
(32)B

B 郵信用文 (32)

B 高等作文独習 (36) 1

B 有益新用文 (39)

日本用文章 (41)

尋常卒業後実 用作文 (42)

管輸文作法 (44)

書輸大成 (44)
手紙講習録 (45)C

C 書輸文大全 (45) 3

B 大 i■書 翰 文 (大 4)

新
春
の
御
慶
万
里
同
風
め
で
た
く
申
し
納
め
候
。
先
づ
以
て
御
尊
家
御

一

統
様
御
揃
ひ
御
超
歳
被
遊
候
段
恭
し
く
賀
し
奉
り
候
。
降
て
当
方
儀
、　
一

同
変
り
な
く
馬
齢
を
加
へ
候
間
憚
り
な
が
ら
御
安
心
下
さ
れ
た
く
候
。

（９９
ぺ
）

傍
線
部
が

「ご
安
心
く
だ
さ
い
」
と
い
う
依
頼
の
表
現
で
あ
る
。
両
者
を
比

較
す
る
と
、
翌
日通
作
文
必
携
』
で

「～
べ
く
候
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
が

『書
翰
文
作
法
』
で
は

「～
た
く
候
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
明
治
期
往
来
物
に
お
け
る
依
頼
を
表
す
定
型
表
現
は

「～
べ
く

候
」
か
ら

「～
た
く
候
」
へ
と
交
替
し
た
と
い
う
見
通
し
が
た
て
ら
れ
る
。
以

下
、
こ
の
見
通
し
を
検
証
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
明
治
期
往
来
物
に
お
け
る

「～
た
く
候
」
の
使
用
実
態
か
ら
見
て
い

こ
う
。
今
回
調
査
し
た
明
治
期
往
来
物
に
お
け
る

「～
た
く
候
」
の
用
例
数
を

表
６
に
示
し
た
。
な
お
、
「～
た
く
候
」
に
は
、

午
後
よ
り
御
責
臨
被
レ
下
度
、
迂
生
よ
り
参
殿
可
レ
致
筈
二
候
へ
共
…
…

翁
帝
国
新
用
文
大
成
』
４０
ゥ
）

の
よ
う
に

「候
」
を
と
も
な
わ
な
い
例

（挙
例
傍
線
部

。
以
下

「～
た
く
」
と

呼
ぶ
）
が
見
ら
れ
る
。
表
６
で
は
、
こ
の

「～
た
く
」
の
用
例
数
を

「～
た
く

候
」
と
は
別
に
あ
げ
た
。
表
７
に
は
、
「～
た
く
候
」
の
上
接
語
と
そ
の
用
例
数

を
資
料
ご
と
に
示
し
た
。
か
っ
こ
内
の
数
字
は

「～
た
く
」
の
上
接
語
の
用
例

数
で
あ
る
。

表
６
を
見
る
と
、
「～
た
く
候
」
は

『普
通
作
文
必
携
』
か
ら
用
い
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、
明
治
前
期
資
料
で
は
用
例
数
が
ひ
じ
ょ
う
に
少
な
い
。
し
か
し
、

明
治
中
期
の

『帝
国
新
用
文
大
成
』
か
ら
は
、
用
例
数
が
増
加
し
て
い
く
。
次

に
、
用
例
を
あ
げ
る
。

御
上
京
之
日
限
御
報
知
被
レ
下
度
候

（翌
日通
作
文
必
携
』
上

。
４．
ゥ
）

目
下
甚
差
支
候
間
只
今
此
者
二
御
返
付
被
レ
下
度
候

翁
帝
国
新
用
文
大
成
』
硼
オ
）

御
任
期
満
了
致
す
べ
く
、
心
丈
夫
に
思
召
被
遊
度
候
翁
書
翰
文
大
全
』
２‐７
ぺ
）

「～
た
く
候
」
の
上
接
語
に
つ
い
て
は
、
表
７
か
ら
、
ど
の
資
料
で
も

「く

だ
さ
る
」
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
ん
に

「～
た
く

候
」
と
い
う
形
で
依
頼
を
表
す
定
型
表
現
と
し
て
定
着
し
て
い
た
と
す
る
よ
り

も
、
「～
く
だ
さ
れ
た
く
候
」
と
い
う
形
で
定
着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
相

手
へ
の
依
頼
を
表
す
定
型
表
現
の
変
化
は
、
上
接
語

「く
だ
さ
る
」
も
ふ
く
め

た
形
の

「～
く
だ
さ
る
べ
く
候
し
か
ら

「～
く
だ
さ
れ
た
く
候
」
へ
と
い
う
変

化
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
「～
た
く
候
」
と
「～
べ
く
候
」
と
の
用
例
数
の
推
移
を
見
て
み
よ
う
。

両
表
現
の
用
例
数
の
推
移
を
比
較
し
や
す
い
よ
う
に
、
表
８
に
ま
と
め
た
。
こ

53



表 7

あ

い
な

る

あ

そ
ば

さ

る

く
だ

さ

る

こ
れ
あ

る

な

さ

る

る

（
ら

る
）

A 漢語文章大全 (5)
A 普通作文必携 (11)

A 開化普通用文章 (14)

A 帝国新用文大成 (23)

A 明治作文三千題 (24) 14(17) l 1 l

B 作文独稽古 (28)
B 1

B

B 郵信 用文 (32)

B 高等作文独習 (36)

B 有益新 用文 (39)

B 日本用文章 (41)
B

=文
(42)

書輪 文 作 法 (4` 1

書輸 大 成 (4

C 手紙講習録 (45)

C 書翰文大全 (45) l 2

勲一超
(大冗 ) 64(14)

B

表 8

～
た
く
候

～

た

く

A 漢語文章大全 (5)
A 普通作文必携 (H) 5 5

A 開化普通用文章 (14) 5

A 帝国新用文大成 (23)

A 明治作文三千題 (24)

B 作文独稽古 (28) 2

B 新撰注解用文 (29) 8

帝 国新 体 作 文 (30) 6

B 実盃 新 用文 (32)

B 郵信用文 (32)

B 高等作文独習 (36)

B 有益新 用文 (39)

B 日本用文章 (41)

B 尋常卒業後実用作文 (42)

C 替輸文作法 (44)

一̈一一̈
じ

の
表
で
は
、
「～
べ
く
」
「～
た
く
」
も

「～
べ
く
候
」
「～
た
く
候
」
と
ま
と
め

て
用
例
数
を
示
し
た
。

「～
べ
く
候
」
と

「～
た
く
候
」
の
用
例
数
の
推
移
を
見
る
と
、
相
手
へ
の

依
頼
を
表
す
定
型
表
現
が

「～
べ
く
候
」
か
ら

「～
た
く
候
」
へ
と
交
替
し
て

い
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
「～
た
く
候
」
は
、
明
治
中
期
資
料
で

「～
べ
く

候
」
と
勢
力
が
き
っ
抗
し
、
そ
の
後
、
明
治
後
期
資
料
に
お
い
て

「～
べ
く
候
」

と
用
例
数
が
逆
転
す
る
。
明
治
前
期
か
ら
し
だ
い
に
勢
力
を
伸
ば
し
た

「～
た

く
候
」
は
、
明
治
後
期
に
は
候
文
体
書
簡
文
の
新
し
い
定
型
表
現
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
明
治
期
往
来
物
に
お
け
る

「～
べ
く
候
」
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
見

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
。



①

　
「～
べ
く
候
」
は
、
今
回
調
査
し
た
す
べ
て
の
近
世
期
往
来
物
に
お
い

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「～
べ
く
候
」
の
上
接
語
は
、
「く
だ
さ
る
」
が
も

っ
と
も
多
く
、
こ
の
時
期
に
は

「～
く
だ
さ
る
べ
く
候
」
と
い
う
形
で
、

定
型
表
現
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
　
明
治
前
期
。中
期
資
料
で
は
、
近
世
期
往
来
物
と
同
様
に
「～
べ
く
候
」、

な
か
で
も

「～
く
だ
さ
る
べ
く
候
」
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

明
治
後
期
資
料
や
大
正
期
の
往
来
物
で
は
、
「～
べ
く
候
」
は
、
ほ
と
ん
ど

用
い
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
の
頃
か
ら
、
「～
べ
く
候
」
は
、
一展
退
し
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

③

　
「～
べ
く
候
」
に
代
わ
る
定
型
表
現
と
し
て
は

「～
た
く
候
」
が
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「～
た
く
候
」
は
、
明
治
前
期
か
ら
見
ら
れ
、
中

期
資
料
で

「～
べ
く
候
」
と
き
っ
抗
す
る
よ
う
に
な
り
、
後
期
資
料
で
は

「～
べ
く
候
」
を
し
の
い
で
、
定
型
表
現
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

「～
た
く
候
」
の
上
接
語
に
つ
い
て
は
、
「く
だ
さ
る
」
が
も
っ
と
も
多
く
、

「～
く
だ
さ
れ
た
く
候
」
と
い
う
形
で
新
し
い
定
型
表
現
と
な
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
「～
べ
く
候
」
が
衰
退
し
た
要
因
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
後
考

を
期
し
た
い
。

今
回
調
査
し
た
往
来
物
の
資
料
的
な
性
格
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
い
え
る
。

明
治

一
〇
年
代
の
Ａ
類
は
、
「～
べ
く
候
」
を
多
用
し
て
お
り
、
近
世
期
の
規

範
を
そ
の
ま
ま
引
き
つ
い
だ
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
お
な
じ
Ａ
類
で
も
明
治

二
〇
年
代
の
も
の
に
な
る
と
、
「～
べ
く
候
」
と

「～
た
く
候
」
と
の
用
例
数
が

“
¨
開
け
れ
に
わ
れ
一
』
け
」
「
れ
朔
ぼ
潮
鶴
“
い
れ
い
醐
「
い
時
姉
け
』
難

に
つ
い
て
も
い
え
る
。　
一
方
、
明
治
後
期
の
Ｂ
、
Ｃ
類
は
、
新
し
い
定
型
表
現

「～
く
だ
さ
れ
た
く
候
」
を
か
な
り
多
用
し
て
お
り
、
新
し
い
意
識
の
も
と
で

編
さ
ん
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
明
治
期
に
お
け
る
候
文
体
書
簡
文
の
特
色
を
明
ら
か
に

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
明
治
三
〇
年
代
以
降
の
Ｂ
、
Ｃ
類
が
重
要
な
資
料
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
明
治
二
〇
年
代
の
Ａ
、
Ｂ
類
に
つ
い
て
は
、
近
世
期
の
規

範
か
ら
明
治
期
の
規
範
へ
と
変
化
し
て
い
く
過
程
を
示
す
も
の
と
し
て
、
調
査

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
小
椋

（
一
九
九
八
）
で
は
、
明
治
期
往
来
物
五
〇
点
の
頭
語
、

結
語
を
調
査
し
た
結
果
か
ら
、
今
後
と
り
あ
げ
る
べ
き
資
料
に
つ
い
て
、

「拝
啓
」
「敬
具
」
な
ど
の
現
代

一
般
的
な
頭
語
、
結
語
を
多
く
用
い
る

資
料
が
、
明
治
二
〇
年
代
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
Ａ
類
、
お
よ
び
Ｂ
、
Ｃ
類

に
多
く
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
を
中
心
に
調
査
を
行
な
っ
て

い
け
ば
、
明
治
期
の
候
文
体
書
簡
文
の
特
色
を
明
ら
か
に
で
き
る
。

と
述
べ
た
。
こ
の
こ
と
と
今
回
の
考
察
の
結
果
と
を
照
ら
し
あ
わ
せ
る
と
、
今

回
の
調
査
結
果
は
、
小
椋

（
一
九
九
八
）
で
述
べ
た
見
通
し
と
ほ
ぼ
合
致
し
て

お
り
、
小
椋

（
一
九
九
八
）
で
の
見
通
し
を
再
確
認
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

今
後
、
さ
ら
に
多
く
の
往
来
物
に
つ
い
て
今
回
と
同
様
の
調
査
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
期
の
候
文
体
書
簡
文
の
特
色

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
ま
た
、
そ
の
調
査
の
結
果
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
さ
せ
て
、
小
椋

（
一
九
九
八
）
や
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
確
認
、
ま
た

は
補
足
、
修
正
し
て
い
け
ば
、
明
治
期
往
来
物
の
資
料
的
な
性
格
が
よ
り
い
っ

そ
う
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。



江̈（１
）

橘

（
一
九
七
七
）
で
福
沢
諭
吉

『文
字
之
教
」
な
ど
五
点
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
各
資
料
の
解
題
が
中
心
で
あ
り
、
言
語
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
考
察
、
資
料

的
な
性
格
に
つ
い
て
の
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

橘

（
一
九
七
七
）
第
九
章
、
第

一
〇
章
、
小
椋

（
一
九
九
八
）
を
参
照
。

往
来
物
に
は
、
男
子
用
と
女
子
用
と
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
男
子
用
往
来
物
を
と

り
あ
げ
た
。
女
子
用
往
来
物
に
つ
い
て
も
、
別
の
機
会
に
資
料
的
な
性
格
な
ど
を
検

討
し
た
い
。

（４
）

分
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
小
椋

（
一
九
九
八
）
を
参
照
。

（５
）

往
来
物
の
書
体
と
使
用
語
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
椋

（
一
九
九
七
）
で
す
で

に
述
べ
た
。

（６
）

明
治
期
に
は
、
普
通
文
的
な
要
素
の
混
入
し
た
候
文
体
書
簡
文
や
「候
而
」
「候
間
」

な
ど
の
接
続
表
現
の
使
用
を
避
け
た
候
文
体
書
簡
文
な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

「～
べ
く
」
と
い
う
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
要
因
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う

な
候
文
体
書
簡
文
の
文
体
の
変
化
と
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（７
）

『日
本
用
文
章
」
に
お
け
る

「～
べ
く
候
」
の
用
例
数
が
ひ
し
ょ
う
に
多
い
要
因
に

つ
い
て
は
、
編
者
の
規
範
意
識
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
明
治
後
期
資
料
で
あ
っ
て
も
、
編
者
の

意
識
に
よ
り
古
い
傾
向
を
示
す
も
の
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
往
来
物
を
書
簡
文
研
究

の
資
料
に
使
う
に
は
、
本
稿
の
よ
う
な
調
査
を
行
い
、
資
料
的
な
性
格
を
把
握
す
る

こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

（８
）

〓
下
一
で
は
、
「～
べ
く
候
」
の
用
例
数
か
ら
、
明
治
中
期
資
料
を
近
世
の
規
範
を

忠
実
に
受
け
継
い
だ
も
の
と
し
た
が
、
「～
た
く
候
」
の
使
用
状
況
を
考
え
る
と
、
本

文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
新
し
い
意
識
を
あ
わ
せ
持
つ
資
料
と
考
え
る
の
が
適
切
で
あ

２
つ
。
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あ
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